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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループを取り巻く環境は、海外においては、新興国を中心に医療機器市場の成長が続いているものの、各

国メーカーとの競争は更に激しさを増しています。また、国内においては、医薬品医療機器等法が制定され、異業

種からの新規市場参入が加速すると共に医療機器に対する安全性や品質等への要求が一層強まる一方で、少子高齢

化の進展、国家財政及び医療保険財政の深刻化を背景に、薬価・材料価格を引き下げ、医療費全体の伸びを抑える

医療政策が継続しています。

　このような環境の中、当社グループは、「かけがえのない生命のために」の創業精神の下、「医療を必要とする

人と支える人の架け橋となり、健康でより豊かな生活に貢献することですべての人々を笑顔にする」ことを目指し

て、製品の開発、生産、販売を進めると共に、経営の品質と企業価値の向上に努めております。事業活動としまし

ては、販売品目を４つのシステム群に分類し、輸液輸血群及び一般用品群では、医療の安全に貢献する輸液及び経

腸栄養関連製品を、透析群では、医療の効率化に資する血液透析及び腹膜透析の両分野の製品を、循環器群では、

膜型人工肺、人工心肺回路等の高付加価値製品を中心に、製品の開発・生産・販売を進め収益拡大に努めてまいり

ました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、円高による円貨換算額減少の影響もあり、前年同四半期に

比べ5億5百万円減少の133億36百万円（前年同四半期比3.7％減）となりました。

　利益につきましては、大型投資にかかる償却負担の増加等があるものの、高付加価値品の販売増加により、営業

利益は1億21百万円（前年同四半期比109.4％増）となりました。また、持分法による投資利益を計上したこと等に

より、経常利益は2億9百万円（前年同四半期は経常損失11百万円）となり、税金費用等を差し引いた結果、親会社

株主に帰属する四半期純利益は84百万円（前年同四半期比466.7％増）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①日本

経腸栄養システム製品の販売が増加したものの、血液透析装置の販売が減少したことにより、売上高は99億

21百万円（前年同四半期比0.3％減）となりました。また、セグメント損益については、高付加価値品の販売

が増加した一方で、償却負担の増加等により10百万円の損失（前年同四半期は2億円の損失）となりました。

②東南アジア

北米向けの成分献血用回路の販売が好調に推移したものの、円貨換算額の減少により売上高は46億75百万円

（前年同四半期比7.8％減）となりました。また、セグメント利益については、現地通貨ベースの増収効果等

により黒字となり、前年同四半期に比べ2億59百万円増加の2億14百万円となりました。

③中国

日本向けの輸液セットの販売が増加したため、売上高は9億52百万円（前年同四半期比2.2％増）となりまし

た。また、セグメント利益については、増収効果により黒字となり、前年同四半期に比べ92百万円増加の62百

万円となりました。

④ドイツ

ドイツ国内向けのＡＶＦ針（血液透析用針）の販売が増加したため、売上高は8億円（前年同四半期比0.1％

増）となりました。また、セグメント利益については、為替による外貨建ての仕入取引にかかる原価の増加に

より59百万円（前年同四半期比2.0％減）となりました。

⑤アメリカ

北米向けのＡＶＦ針の販売が減少したため、売上高は5億87百万円（前年同四半期比20.9％減）となりまし

た。また、セグメント利益については、販売費及び一般管理費の減少等により18百万円（前年同四半期比45.1

％増）となりました。

⑥その他

売上高は4億26百万円（前年同四半期比18.1％減）、セグメント損益については、前年同四半期に比べ1億79

百万円減少の1億48百万円の損失となりました。

なお、上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ21億93百万円減少の629億80百万円となりま

した。資産、負債及び純資産の内容は次のとおりであります。

(資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ10億87百万円減少の341億18百万円となりました。この主な要因は、

受取手形及び売掛金の減少であります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ11億6百万円減少の288億62百万円となりました。この主な要因は、有

形固定資産の減少であります。

(負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ16億19百万円減少の201億25百万円となりました。この主な要因は、

設備関係支払手形の減少であります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ7億11百万円増加の132億34百万円となりました。この主な要因は、長

期借入金の増加であります。

(純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ12億85百万円減少の296億21百万円となりました。この主な要因は、為

替換算調整勘定の変動によるものであります。

　なお、自己資本比率は0.3ポイント低下の46.9％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

経営環境には依然として不透明さが残るため、現時点におきましては、第２四半期連結累計期間及び通期の業績

予測数値について、平成28年５月13日公表時から変更しておりません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。

（４）追加情報

　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,927 5,668

受取手形及び売掛金 15,714 15,003

有価証券 57 52

商品及び製品 6,928 6,986

仕掛品 2,149 2,202

原材料及び貯蔵品 3,371 3,129

その他 1,135 1,148

貸倒引当金 △78 △72

流動資産合計 35,205 34,118

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,601 9,207

機械装置及び運搬具（純額） 8,238 8,530

その他（純額） 7,319 6,540

有形固定資産合計 25,159 24,278

無形固定資産 508 502

投資その他の資産

投資その他の資産 4,303 4,085

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 4,299 4,081

固定資産合計 29,968 28,862

資産合計 65,174 62,980
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,564 8,610

短期借入金 3,990 3,850

1年内返済予定の長期借入金 2,140 2,068

未払法人税等 157 119

製品保証引当金 9 10

賞与引当金 1,091 567

その他 5,790 4,898

流動負債合計 21,744 20,125

固定負債

長期借入金 10,457 11,295

役員退職慰労引当金 91 88

退職給付に係る負債 661 619

資産除去債務 235 227

その他 1,076 1,003

固定負債合計 12,522 13,234

負債合計 34,266 33,359

純資産の部

株主資本

資本金 7,411 7,411

資本剰余金 10,362 10,362

利益剰余金 12,618 12,409

自己株式 △280 △281

株主資本合計 30,111 29,902

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 370 220

為替換算調整勘定 308 △612

その他の包括利益累計額合計 678 △391

非支配株主持分 117 111

純資産合計 30,907 29,621

負債純資産合計 65,174 62,980
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 13,841 13,336

売上原価 10,475 9,906

売上総利益 3,366 3,430

販売費及び一般管理費 3,308 3,308

営業利益 57 121

営業外収益

受取利息 4 3

受取配当金 15 26

持分法による投資利益 93 76

その他 33 62

営業外収益合計 147 169

営業外費用

支払利息 32 32

為替差損 37 32

たな卸資産廃棄損 139 －

その他 9 16

営業外費用合計 217 81

経常利益又は経常損失（△） △11 209

特別利益

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産廃棄損 7 10

投資有価証券売却損 － 0

特別損失合計 8 10

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△19 198

法人税、住民税及び事業税 43 88

法人税等調整額 △81 21

法人税等合計 △37 109

四半期純利益 18 88

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 4

親会社株主に帰属する四半期純利益 14 84
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 18 88

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 175 △149

為替換算調整勘定 45 △921

その他の包括利益合計 220 △1,070

四半期包括利益 239 △982

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 235 △975

非支配株主に係る四半期包括利益 3 △6
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
日本

東南
アジア

中国 ドイツ アメリカ 計

売上高

外部顧客への売上高 8,948 2,461 368 799 742 13,320 520 13,841

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,006 2,608 564 0 ― 4,178 ― 4,178

計 9,954 5,070 932 799 742 17,499 520 18,020

セグメント利益
又は損失 (△)

△200 △44 △29 61 12 △200 30 △169

(注) 「その他」の区分は、国内子会社及び韓国の現地法人並びにフィリピンの現地法人の事業活動を含んでおりま

す。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △200

「その他」の区分の利益又は損失（△） 30

セグメント間取引消去 57

持分法投資利益又は損失（△） 94

その他の調整額 6

四半期連結損益計算書の経常損失（△） △11
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
日本

東南
アジア

中国 ドイツ アメリカ 計

売上高

外部顧客への売上高 8,868 2,259 393 800 587 12,909 426 13,336

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,052 2,415 559 0 ― 4,027 ― 4,027

計 9,921 4,675 952 800 587 16,937 426 17,363

セグメント利益
又は損失 (△)

△10 214 62 59 18 345 △148 196

(注) 「その他」の区分は、国内子会社及び韓国の現地法人並びにフィリピンの現地法人の事業活動を含んでおりま

す。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 345

「その他」の区分の利益又は損失（△） △148

セグメント間取引消去 △109

持分法投資利益又は損失（△） 77

その他の調整額 45

四半期連結損益計算書の経常利益 209
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